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1．研究の目的と背景

日本人にとって山は単なる自然の一部ではなく、宗教、

文化、生活では重要な役割を果たしており、それに対す

る眺望は都市形成において重要視されてきた。しかし近

年、街の都市化により山の眺望が阻害されることがある。

令和 6 年には国立市で遠景からの眺望に関する検討が不

十分であったためマンションが取り壊された¹⁾。 

筑波山は茨城県つくば市の北部に位置し、女体山と男

体山の 2 つの峰が特徴である。万葉集や錦絵に描かれる

など古くから筑波山は有名な山であり、現在も関東広域

から眺望可能な山の一つである。しかし、筑波山に隣接

する市町村の都市化により、市街地を視点場として筑波

山を視点対象としたとき筑波山の眺望景観が損なわれる

リスクが高まっている。よって、古くから好まれる筑波

山の景観保全が問題視されている。 

 本研究は人々が好ましいと感じる筑波山の特徴を明ら

かにし、筑波山への眺望景観を活かした景観形成に資す

るための基礎的知見を得ることを目的とする。 

2．研究方法 

2.1 視対象の概要 

視対象である筑波山は、見られる方向によって 2 つ又

は 3 つの峰が視認できる。特に東西に並んだほぼ同高の

2 つの峰（女体山 877m、男体山 871m）からなる双耳峰が

代表な山の景観として認識されている。北から関東平野

に向かって岬のように山が突き出した場所に位置してい

る。また、峡谷も複雑な起伏の尾根も急崖もない、単純

な形をしており、形や標高、歴史の古さから最も標高の

低い日本百名山に選ばれている²⁾。 

2.2 研究構成 

本研究の研究構成を図－１で示す。 

2.3 研究資料 

視点場の特定および見えの大きさの特定資料は(以下、

「コンテスト」という)に関する茨城県庁提供の記者発表

資料、記者提供資料、募集要項である。 

2.4 調査手法 

1) 現地調査

視点場を GIS で 30m×30m のグリッドで区切り、グリッ

ドの中から撮影可能な場所 1 か所を iPhone13PRO で撮影

を行う。私有地、交通量が多く三脚が立てられない車道、

駐車場、建物内、花壇や植木などで覆われた立ち入れな

い場所は撮影対象外としてグリッドから除外する。また、

カシミールを使用し、筑波山山頂の可視領域外も撮影対

象外とする。 

2)構図の分類

撮影した写真を a:筑波山と山麓が写る写真 b:背景に

筑波山が写る写真で分類する³⁾。さらに、b は筑波山の

手前の風景が層になっている数で分類を行う。 

3)形の分類

撮影した写真を筑波山の形の見え方が A:峰が２つ見

えるもの B:峰が１つ見えるものに分類する。さらに A の

中で A1:女体山が写真の右に見えるもの A2:男体山が写

真の右に見えるもので分類する。 

4)景観構成要素の分類

撮影した以下の 21 の要素の景観構成比から類型化を

行う(表―１)。 

3．視点場の選出 

本研究はコンテストで募集された「立ち止まって筑波

山を眺められる場所」通称「ベストビューポイント」に

選ばれた 8 か所を本研究は視点場とした。 

4．構図の分類による各視点場の眺望景観の概括 

4.1 各視点場の概要 

 各視点場の位置、概要を図－２と表－２で示す。 

4.2 各視点場における視点場の特定 

ベストビューポイントの名称から視点場を特定した。

名称から視点を特定できないものは記者提供資料の地図

に示されたビューポイントを表すマークおよび他行政資

図－１ 研究構成 

図－３ 構図 例 図－４ 双耳峰 例

表－１ 景観構成要素 



料を基に特定した。 

4.3 写真からの眺望景観の概括 

 各視点場で撮影した写真から、筑波山の形、構図、景

観構成要素が類似したものから代表的な写真を一枚本研

究資料として選定した(表―３)。 

 

5.類型化からの分析、考察 

5.1 構図の類型化 

すべての景観の構図が筑波山を背景にしていた(b)。筑

波山周辺では自然が豊かであり、農業も盛んである。こ

のことから、筑波山と自然と人の経済活動が織りなす農

の景の調和が人々の好ましいと感じる要因ではないかと

考察できる(図―３)。 

5.2 形の類型化 

 形は各視点場内では大きな変化はなかった。しかし、

1 から 8 の各視点場間の写真を横断的に比較すると様々

な形の見え方が存在するのが確認でき、右に女体山のあ

る形(A1)が過半を超えた。右に女体山が視認できると 3

つ目の峰が女体山と男体山に隠れる傾向があるため、2

つの峰だけが見える形になる。以上から、筑波山の特徴

である双耳峰の形が好まれると考察できる。 

一方で、筑西市東石田付近の田園(図―2 中③)では女

体山がわずかしか視認できないが 3 つ目の峰が鮮明に見

えており双耳峰のような形をしていた。このことは女体

山と男体山の双耳峰に限らず、双耳峰という形が好まれ

ているということを示唆している(図―４)。 

5.3 景観構成要素の類型化 

①の構成比は植物約 55％空約 33％約水 10％筑波山

0.5％となり筑波山が占める割合は最も低い。ほかの視点

場でも同様に筑波山の構成比は低い。 

一方で水、植物など各視点場の周辺環境と空が約 60％

～約 80％だった。以上より、視点場ごとに周辺環境を構

成する要素は異なることから人々は特定の要素を好むの

ではなく各視点場の特徴を示す景観構成要素と筑波山の

調和を好むと考察できる。 

 

6．まとめ  

 構図、形、景観構成要素から人々が好ましいと感じる

筑波山の眺望景観は、筑波山の双耳峰と視点場の周辺環

境の調和が好まれる。周辺環境の中でも水や植物、田畑

などの自然の項目や写真の構成比が多かった。このこと

から本研究で選出した視点場 8 か所に限らず、様々な視

点場からの筑波山と自然の組み合わせが好まれている傾

向が想定できる。このことは筑波山の眺望景観を活かし

た景観形成は筑波山とともに視認できる視点場の環境保

全や整備が重要であることと示唆している。  

一方で、本研究は茨城県でも市街地を視点場として筑

波山を視点対象としたとき筑波山への眺望景観が損なわ

れることを確認した。今後周辺市街地が都市化していく

中で筑波山の眺望景観の特徴である水辺景観、田園景観

などの保全を考慮することが必要である。 
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 表－３ 概括枚数 

 

図－２ 視点場の位置 

表－２ 視点場の概要 

図－３ 構図 例    図－４ 双耳峰 例 
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